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目的逐色剤の亜硝酸が、保^料のソ1しビ:.酸乙＆屯して変腎魚物質と生成する3-とはヽ

寸でに教耳前に塩摘き艮. 食品中に共存してくゐ可能性のめゐ吸冶聞の相互反応として関

ヽt-tAも七机ていゐ．太報で､は、肉類の香牟糾として､最も一般的であ') ■aフ＆量に使荊こ

此ていゐ胡椴のま成そ)ﾋﾀ・^リンがづ|しヒン瞳と類似鳩麦ともつ点に着aして.Iこの調紋

と亜硝酸の相JS.反も乙行い. ^の反応生吸物の変異負由‘)椎兪と回的とし七．

方法胡板ij. lL鉢で磨砕し、こ札とp H 33, 4徊Aエタノ- lレ石懸濁さ也乙おき.こ帆に

pH3.56，仔er で瑠解きtiた.亜硝酸すトりりムと加え、4)゜C石2)時問a応こ1±、そのB.む生

氏物と酢酸工f Iし石油Hiしｔ。反応勿a乙う1乙蓼暴ワロフトブラフ-f －と行い. スた･ト

別|乙か己取り- Ame5一ass叩によリ変異原雌とし6べ七．酌敗および亜崩朧<r)6 屹集

件は、胡楓(Oピ>?リン･含量と^妬と考え．また登禎酸は黍加物として,<｀甚準量と考慮じ乙

投s.しｔ。

結果mm.一亜硝酸系反応において、/(?/種｣ｿ､上のＵ

ンと.亜油漿^ 吃物乙S. 幻紅ゐM. fit物a..そ､H以外O政分に．由集も&乙考えう託ゐ2つの生

成､物に.of政り強い奇異原活､山)ヽxな)う此't。こ.の変異原物讐の特徴として、一級的io肴＆

条の変晃原物質の幾索|こぬ蓼と乙IMゐS q－W.Iy 13 . 鳶加釣果がなく, まfﾝ、これらの支

異教性はアスコItﾋﾆｼ酸_、>又ライン鳶力口にj: り活性が消灸哨ゐこと.献認め6帆七．


